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総

務

省

○

告

示

第

号

国
土
交

通
省

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

関

す

る

法

律

（

平

成

十

九

年

法
律

第

五

十

九

号

）

第
三

条

第

一

項

の

規

定

に

基
づ
き
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
の
促

進
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成
十

九

年

月

日

総
務

大
臣

○

○

○

○

国
土
交

通
大
臣

○

○

○

○

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）

地

域

公

共

交

通

は

、

地

域

の

経

済

社

会

活

動

の

基

盤

で

あ

り

、

そ

の

地

域

に

お

け

る

公

共

財

的

役

割

は

非

常

に

大

き

な
も
の
で
あ
る
。

し

か

し

な

が

ら

、

公

共
交

通

の

利

用

者

は

長

期

的

に

減

少

傾

向

に

あ

り
、

地

域
公

共

交

通

を

取

り

巻

く

環

境

は

非

常

に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

本

方

針

は

、

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再
生

に

関

す

る

法
律

（

以
下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

三

条

第

一

項

に

基

づ

き

、

地

域

の

ニ

ー

ズ

に

最

も

精

通

し

た

地

方

自

ら

が
、

地

域

公

共

交

通
の

あ

り

方

に

つ

い

て

主

体

的

に

考

え

、

そ

れ

に

基

づ

く

具

体

的

な

取

組

及

び

創

意

工

夫

を

総

合

的

、

一

体

的

か

つ

効

率

的

に

推

進

す

る

た

め

に

定

め

る

も

の

で

あ

る
。
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一

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

地
域
公

共
交

通
の
活

性
化
及
び

再
生
の

意

義

急

速

な

少

子

高

齢

化

・

人

口

減

少

時

代

の

到

来

や
移

動

手

段

に

関

す

る

国

民

の

選

好

の

変

化

等

の

社

会

経

済

情

勢

の

変

化

に

伴

い

、

公

共

交

通

の

利

用

者

は
長

期

的

に

減

少
傾

向

に

あ

る

。

地

方
都

市

や

過
疎

地

域
な

ど

に

お

い

て

は

、

鉄

道

・

バ

ス

事

業

者

と

い

っ

た

公

共

交

通

事

業

者

が
不

採

算

路

線

か

ら

撤

退
す

る

こ

と

に

よ

り

交

通

空

白

地

帯

が

出

現

す

る

な

ど

、

住

民

の

移

動

手

段

の

確

保

が

切

実

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

都

市
部

に

お
い

て

も

、

ラ

ッ

シ

ュ

時

の

車

内

混

雑

に

よ

る

快

適

性

の

低

下

や

、

バ

ス

の
速

達

性

・

定

時

性

の

低
下

等

、

公

共

交

通

サ

ー

ビ

ス

水

準

が

低

下

し

て

い

る

。

さ

ら

に

、

離

島

航
路

に

つ

い

て

は

、

離

島

の

過

疎

化

、

少

子

高

齢

化

に

よ

る

地

域

の

活

力

の

低

下

に

よ

り

輸
送

人

員

が

低

下
し

て

お
り

、

そ

の

維

持
・
改

善
が

問
題
と

な
っ

て
い

る
。

一

方

で

、

近

年

の

少

子

高

齢

化

・

人

口

減

少

の

進

展

に

対
す

る

対
応

や

地

域

住

民

の

自

立

し

た

日

常

生

活

又

は

社

会

生

活

の

確

保

が

重

要

と

な

っ

て

お

り

、

近

年

求

め

ら

れ

て

い

る

集

約

型

の

ま

ち

づ

く

り

の

実

現

の

た

め

に

も

、

良

質

な

公

共

交

通

サ

ー

ビ

ス

を

確

保

す

る

こ

と

は

極

め

て

重

要

な

課

題

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た
、

地

域
の

交

流

拡

大

・

観

光

振

興

の

基

盤

と

し

て

公

共

交

通

の

整

備

が

必

要

で

あ

り

、

便

利

で

利

用

し

や

す

い

公

共

交

通

は

観

光

地

等

の

魅

力

増

大

に

資

す

る

も

の

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

公

共

交

通

は

自

家

用

自

動
車

に

比

べ

て

一

人

一

キ
ロ

メ

ー

ト
ル

当

た

り

の

二

酸

化

炭

素

排

出

量

が

少

な

い

こ
と

か

ら

、

地

球

温

暖

化

対

策

の

観

点

か

ら

も

公

共

交

通
は

一

層
大
き
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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こ

の

よ

う

に

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

は

、

地

域

の

関
係

者

が

総

力

を

挙

げ

て

取

り

組

む

べ

き

喫

緊

の

課
題

と

な

っ

て
い
る

。

２

地

域

公

共
交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

の

目
標

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

関

す

る

地

域

の

ニ

ー

ズ

や

課

題

は

多

種

多

様

で

あ

り

、

市
町

村

を

中

心

に

、

公

共

交

通

事

業

者

、

地

域

住

民

等

地

域

の

関

係

者

が

地

域

公

共

交

通

に

つ

い

て

総

合

的

に

検

討

し

、

当

該

地

域

に

と

っ

て

最

適

な

公

共

交

通

の

あ

り

方

に

つ

い

て
合

意

形

成

を

図

り

、

合

意

に

基

づ

き

各

主

体

が

責

任

を

持

っ

て
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
具
体
的
に
は
、
次
の
目
標
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
。

地
域
住
民
、
来
訪
者
の
移

動
手
段
の
確
保

(1)

地

域

公

共

交

通

の

あ

る

べ

き

姿

を

検

討

す

る

に
は

、

ま

ず

住

民

の

基

本

的

な

生

活

と

社

会

参

加

の

機

会

を

確

保

す

る

と

い

う

観

点

に

立

つ

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

そ

の

上

で

、

地

域

公

共
交

通

の

活

性
化

・

再
生

を

図

る

た

め

に

は

、

利

用

者

の

目

線

に

立

っ

て

公

共

交

通

の

あ

り

方

を

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

が

、

自

家

用

自

動

車

に

よ

る

移

動

と

比

べ

て

遜

色

の

な

い

ド

ア

・

ツ

ー

・

ド

ア

の

シ

ー

ム

レ

ス

な

運
送

サ

ー

ビ

ス

を

確

保

す

る

と

の

観

点

か

ら

、

ま

た

、

ハ

ー

ド

と

ソ

フ

ト

の

両

面

か

ら

、

必

要

な

施

策

を

総

合

的

か

つ

一

体

的

に
展

開

す

る

必

要

が

あ

る
。地

域

に

よ

っ

て

は

、

公

共

交

通

事

業

者

の

不

採

算

路

線

か

ら

の

撤

退

等

に

よ

り
交

通

空
白

地

帯

が
出

現

す

る

な

ど

公

共

交

通

の

サ

ー

ビ

ス

低

下

が

問

題

と

な

っ

て

お

り

、

高

齢

者

・

障

害

者

や

通

学

者

な

ど

、

自

家

用

自

動
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車

で

移

動

で

き

な

い

住

民

や

来

訪

者

等

の

移

動

手

段

の

確

保

が

重

要

で

あ

る

。

ま

た

、

離

島

航

路

に

つ

い

て

は

、

離

島

の

住

民

の

日

常

生

活

を

直

接

支

え

る

移

動

手

段

で

あ

り

、

生

活

物

資

の

輸

送

手

段

で

あ

る

こ

と

か

ら
、
そ
の
維
持
・
改
善
は
重
要
で
あ
る
。

地

域

に

お

い

て

は

、

地

域

住

民
、

来

訪

者

の

移

動

手

段

を

確

保

す

る

た
め

様

々

な

取

組

が

行

わ
れ

て

お

り

、

平

成

十

八

年

に

は

、

改

正

道

路

運

送

法

が

施

行

さ

れ

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

バ

ス

・

乗

合

タ

ク

シ

ー

等

の

普

及

促

進

、

市

町

村

バ

ス

や

Ｎ

Ｐ

Ｏ

に

よ

る

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

有

償

運

送

の

制

度

化

、

地

域

公

共

交

通

会

議
の

設

置

が

図

ら

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

地

域

住

民

、

来

訪

者

の

ニ

ー

ズ

に

き

め
細

か

に

対

応
し

て

い

く

た

め

、

タ

ク

シ

ー

の

活

用

や

路

線

バ

ス

等

を

通

学

時

に

ス

ク

ー

ル

バ

ス

と

し

て
活

用

す

る

こ
と

な

ど

多
様

な

取

組

を

進

め

て

い

く

べ

き

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

取

組

に

関

し

て

は

、

地

域

の

実

情

や

地

域

住

民

、

来

訪

者

の

ニ

ー

ズ

を

十

分

に

把

握

し

た

上

で

、

公

共

交

通

事

業

者

、

地

方

公

共

団

体

等

の

関

係

者

間

で

地

域

総

合

的

な

検

討

、

調

整

が

行

わ

れ

る

こ
と

が

必
要

で
あ
る
。

安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

(2)
①

安

全

・

安

心
な
運

送

サ

ー

ビ
ス

の

提

供

公

共
交

通

に

お

い

て

は

、

事

故

や

危

険

の

な

い

安

全

・

安

心
な

運

送

サ

ー

ビ
ス

の

維

持

が

必

要

不

可

欠

で

あ
る
。
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②

シ
ー
ム

レ
ス
な
運
送

サ
ー
ビ
ス
の

提
供

地

域

公

共

交

通

に

つ

い

て

は
、

自

家

用

自

動

車

に

よ

る

移

動

に

比

べ

て

遜

色

の

な

い

ド

ア

・

ツ

ー

・

ド

ア

の

運

送

サ

ー

ビ

ス

と

い

っ

た

観

点

で

考

え

る

必

要

が

あ

る

が

、

こ
の

場

合

、

複

数

の

公

共

交

通

の

乗

継

利

便

の

向

上

が

重

要

で

あ

り

、

鉄

道
の

駅

前

、

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル

又

は

旅

客

船

タ

ー

ミ

ナ

ル

に

お

け

る

鉄

道
、

バ

ス

、

旅

客

船

等

の

物

理

的

な

近

接

、

ダ

イ

ヤ

の

連

携

、

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

を
活

用

し

た

乗

継
運

賃

の

設

定

等

と

い

っ
た
公
共
交
通
同
士
の
連
携
や
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推
進
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
。

こ

う

し

た

連

携

に

つ

い

て

は

、

行

政

機

関

等
の

、

公

共

交

通

事

業

者
以

外

も

含

め

た

多

様

な

主

体

に
よ

る

取

組

が
重

要

で

あ

る

。

③

速

達
性

・

定

時

性

の

確

保

・

向

上

バ

ス

等

の

公

共

交

通

の

走

行

環

境

の

改

善

や

輸

送

力

の

向

上

、

い

わ

ゆ

る

Ｌ

Ｒ

Ｔ

や

Ｂ

Ｒ

Ｔ

等

の

導

入

、

高
速
船
等
の
導
入
等
に
よ

る
公
共
交

通
の
速

達
性
・
定
時
性
の
確
保
・
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。

④

乗
り
た
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

車

両

や

船

舶

の

デ

ザ

イ

ン

等

の

イ

メ

ー

ジ

、

振

動

の

抑

制

等

に

よ

る

快

適

な

乗

り

心

地

や

優

れ

た

居

住

空

間

の

確

保

と

い

っ

た

快

適

性

の

確

保

、

地

域

の

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

た

ル

ー

ト

設

定

や
き

め

細

か

な

運

賃

・

料

金
設
定
等
に
お
け
る
工
夫
等
に
よ

る
魅
力
的
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の

他

(3)
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そ

の

他

、

の

実

現

等

を

通
じ

て

地

域

の

実

情

に

応

じ

次

の

目

標

も

あ

わ

せ

て

追

求

す

る

こ
と

が

望

ま

し

(1)

(2)

い
。

①

ま
ち
づ
く
り
と
の

連
携

公

共

交

通

は

、

中

心

市

街

地

周

辺

等

に

お

い

て

、

病

院

や

学

校

、

市

役

所

等
の

公

共

公

益

施
設

や

商
業

施

設

等

の

多

様

な

都

市

機

能

の

コ

ン

パ

ク

ト

な

集

積

に

寄

与

し

、

こ

れ

ら

の

施

設

間

や

そ
の

他

の

地

域

を

有

機

的

に

連

携
す

る
た

め

の

「
都

市
の

装
置

」

と

し

て
重

要

で

あ

る
。

②

観
光

振
興
等
と

の

連
携

地

域

の

交

流

拡

大

・

観

光

振

興

の

基

盤

と

し

て

、

公

共

交

通

の

整

備

が

必

要

で

あ

る
。

ま

た
、

観

光

交

流

促

進

に

よ

る

利

用

増

加

は

公

共

交

通

を

支

え

る
重

要

な

要

素

で
あ

り

、

ま

た

、

便

利

で

利

用

し

や

す
い

公

共

交

通

は

観

光

地

等

の

魅

力

増

大

に

資

す

る

と

と

も

に

、

車

両

や

運

送

サ
ー

ビ

ス

自

体

が

観

光

資

源

と

な

る

場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
連
携
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

観

光

立

国

推

進

基

本

計

画

（

平

成

十

九

年

六

月

二

十

九

日

閣

議

決

定

）

に

お
い

て

も
、

観

光

旅

行

者

の

来

訪

の

促

進

に

必

要

な

交

通

施

設

の

総

合

的

な

整

備

、

観
光

旅

行

の

促

進

の

た

め

の

環

境

整

備

の

観

点

か

ら

、

地

域
公

共

交

通

の

活

性
化

・

再

生

が

求
め
ら

れ

て

い

る
と

こ

ろ

で
あ
る
。

③

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
へ
の
対
応

地

球

温

暖

化

な

ど

地

球

環

境

全

体

の

持

続

性

に

関

わ

る

問

題

な

ど

へ

の

取

組

が

一

層

緊

急

性

を

増

し

て

お



- 7 -

り

、

我

が

国

に

お

い

て

も

、

京
都

議

定

書

の

温

室

効

果

ガ

ス

の

六

パ

ー
セ

ン

ト

の

削

減

約

束

を

確

実

に

達

成

す

る

と

と

も

に

、

更

な

る

長

期

的

・

継

続

的

な

排

出

削

減

を

目

指

し

、

京

都

議

定

書

目
標

達

成
計

画

（

平

成

十

七

年

四

月

二

十

八

日
閣

議

決

定

）

を

策

定

し

、

運

輸

部

門

に

お
い

て

も

必

要

な

措

置

を

定

め

た

と

こ
ろ

で

あ

る

。

公

共

交

通

は

、

自

家

用

自

動

車

と

比

べ

て

二

酸

化

炭

素

の

排

出

量

が

少
な

く

環

境

負

荷
の

小

さ
い

交

通

サ

ー

ビ

ス

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

自

家

用

自

動

車

へ

の

過

度

な

依

存

を

見

直

し

、

公

共
交

通

と

自

家

用

自

動

車

と

の

適

切

な

役

割

分

担

に

基

づ

く

、

環

境

負

荷

の

低

減

を

図

る

た

め

に

も

公

共

交

通
の

利

用

促

進

を

図

る

こ
と
が
重

要

で
あ
る
。

二

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項

１

基
本
的
考
え
方

地

域

の

公

共

交

通

に

関

す

る

ニ

ー

ズ

は

そ

れ

ぞ

れ

の

地

域

に

よ

っ

て

多

種

多
様

で

あ

る

た
め

、

地

域

の

実

情

に

精

通

し

た

市

町

村

が

、

地

域

の

真

の

ニ

ー

ズ

や

そ

の

地

域

の

抱

え

る

交

通

に

関

す

る
問

題

を

精

査

し

た

上

で
、

地

域
公

共
交

通
総
合

連

携
計

画
（
以
下
「
連
携
計

画
」
と

い

う

。

）

を
作
成

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る
。

そ
の

際

、

中

長

期

的

な

ス

パ

ン

を

見

据

え

た

構

想

と

の

整

合

を

図

っ

た

上

で
、

地

域

住

民

の

移

動
ニ

ー

ズ

等

を

踏

ま

え

、

鉄

軌

道

、

バ

ス

、

旅

客

船

と

い

っ

た

個

別
の

輸

送

形

態

ご

と

の

観

点

だ

け

で

は

な
く

、

輸

送

形

態

間

の

連

携
・

横

断

的

な

観

点

、

ま

た

、

パ

ー

ク

ア

ン

ド

ラ

イ

ド

等

自
家

用

自

動

車

に

よ

る
移

動

等

と

の

連

携

や

交

通

基

盤

の

整

備

等

ハ

ー

ド

面

の

観

点

も

含

め

、

通

勤

や

通

学

、

買

い

物

、

高

齢

者
の

通

院

と

い

っ
た

住

民

の

日

常

生

活
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や

来

訪

者

の

移

動

を

支

え

る

公

共

交

通

の

あ

り

方

に

つ

い

て

検

討

を

行

う

必

要

が

あ

る

。

ま

た

、

ま

ち

づ

く

り

の

観

点

、

観

光

振

興

の

観

点

、

低

炭

素

社

会

づ

く

り

を

見

据

え

た

公

共

交

通

の

活

用

に
よ

る

温

室

効

果

ガ

ス

の

排

出

削
減
な
ど
環
境

負
荷
の
低
減
の

観
点
等
か
ら
の

検
討
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

こ

の

た

め

、

連

携

計

画

の

作

成

に

当

た

っ

て

は

、

公

共

交

通

事

業

者

と

い

っ

た

サ

ー

ビ

ス

の

提

供

者

だ

け

で

な

く

、

サ

ー

ビ

ス

の

需

要

者

側

で

あ

る

地

域

の

住

民

、

学

校

、

企

業

等

の

関
係

者

が

、

自

ら

の

移

動

手

段

を

確
保

す

る
と
の
目
的
意
識
を
持
っ
て
、

参
画
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

ま

た

、

連

携

計

画

が

よ

り

実

効

性

の

あ

る

も

の

と

な

る

よ

う

、

地

域

の

実

情

に
関

す

る

適

切

な

現
状

分

析

に

基

づ

き

、

地

域

公

共

交

通

の

抱

え

る

課

題

や

ニ

ー

ズ

を

で

き

る

だ

け

具

体

的

か

つ

的

確

に

把

握

す

る

必

要

が

あ

る

。

そ

の

上

で

、

当

該

地

域

に

お

け

る

公

共

交

通

の

位

置

付

け

や

果

た
す

べ

き

役
割

を

明

ら

か

に

し

、

さ

ら

に

、

地

域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生

を
通
じ
た
今
後
の
地
域
の
あ
る

べ
き
姿
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

２

留
意
事

項

連

携

計

画

の

目
標

(1)

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

を

図

る

た

め

に

は

、

市

町

村

を

は

じ

め

と

す

る

地

域

の

関

係

者

が

総

合

的

か

つ

一

体

的

に

施

策

を

推

進

す

る

必

要

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

各

関

係

者

間

で

共

通

認

識

が

形

成

さ

れ

る

こ

と

が

重

要

で

あ

り

、

連

携

計

画

に

は

、

地

域

の

実

情

に

応

じ

て

、

可

能

な

限

り

具

体

的

か

つ

明

確

な

目

標

を
設

定
す
る
。
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連
携
計
画
の
区
域
及
び
対
象

(2)

当

該

地

域

の

住

民

の

通

勤

、

通

学

、

通

院

と

い

っ

た

日

常

生

活

に

関

し

て

形

成

さ

れ

る
交

通

圏

を

基

本

と

す

る

。

市

町

村

の

区

域

が

一

定

の

目

安

に

な

る

が

、
交

通

圏

が

複

数
の

市

町

村

に

ま

た

が

る

場

合

や
一

市

町

村

に

複

数

の

交

通

圏

が

存

在

す

る

場

合

も

あ

り

、

具

体

的

な

区

域

は

地

域

の

実

情

に
応

じ

て

地

域

の

関
係

者

が

判

断

す
る
こ
と

に
な
る
。

連

携

計

画

策

定

の

検

討

に

当

た

っ

て

は

、

個

別

の

輸

送

形

態

間

の

連

携

・

横

断

的

な

観

点

か

ら

検

討

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

る

が

、

連

携

計

画

に

定

め

る

事

業

に

つ

い

て

は

、

地

域

の

実

情

を

踏

ま

え

、

地

域

の

自

主

的
な
判

断

に

基
づ
き

、

単

一

の

輸
送

形

態

の

み

を

連

携

計

画

の

対
象

と

す

る

こ
と
を

妨
げ
な

い
。

各
種
事
業
間
の
連
携

(3)

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

係

る

各

種

事

業

が

相

互

に

連

携

し

て

相

乗

効

果

を

創

出

し

、

公

共

交

通

の

利

便

性

の

向

上

が

図

ら

れ

る

よ

う

、

地

域

の

関

係

者

の

間

で

十

分

な

調

整

を

行

い

、

事

業

間

の

整

合

性
を
確
保
す
る
こ
と
と
す
る
。

都

市
計

画
と

の
調

和

等

(4)

連

携

計

画

の

策

定

に

当

た

っ

て

は

、

公

共

交

通
は

「

都

市

の

装

置

」

と
し

て

重

要

な

も

の

で
あ

り

、

都

市

の

将

来

像

の

骨

格

を

形

成

す

る

と

い

う

観

点

か

ら

、
都

市

計

画

、

都

市

計

画

法

第

十

八

条

の

二

の

市

町

村

の

都

市

計

画

に

関

す

る

基

本

的

な

方

針

、

中

心

市

街

地

の

活

性

化

に

関

す

る

法

律

第

九

条

の

中

心

市

街

地
の

活

性

化

に
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関

す

る

施

策

を

総

合

的

か

つ

一

体

的

に

推

進

す

る

た

め

の

基

本

的

な

計

画

と

の

調

和

の

確
保

に

留

意

す

る

と

と

も

に

、

ま

た

、

高

齢

者

、

障

害

者

等

の

移

動

等

の

円

滑

化

の
促

進

に

関

す

る

法

律

第

二

十

五

条

の
移

動

等

円

滑

化

に

係

る

事

業

の

重

点

的

か

つ

一

体

的

な

推

進

に

関

す

る

基

本

的

な

構

想
、

港

湾

法

第

三

条

の

三

第

一

項

の

港

湾

計

画

と

の

調

和

を

確

保

し

、

か

つ

、

地

方

自

治

法

第

二

条

第

四

項

の

基

本

構

想
に

即

し

た

も

の

と

し

な

け

れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。

事

後

評
価

(5)

市

町

村

は

、

連

携

計

画

が

作

成

さ

れ

た

後

も

、

地

域

公

共

交

通

の

現

状

に

つ

い

て

把

握

、

分

析

を

行

う

と

と

も

に

、

協

議

会

の

活

用

等

に

よ

り

、

連

携

計

画

に

位

置

付

け

ら

れ

た

事

業

の

成

果

に

つ

い

て

評

価

を

行

い

、

必

要

に

応

じ

て

、

連

携

計

画

の

見

直
し

を

行
う

こ

と

が

望

ま
し

い

。

３

協
議
会

協

議

会

は

、

地

域

公

共

交

通

に

関

わ

る

多

様

な

主

体

が

、

そ

の

最

適

な

あ

り

方

に
つ

い

て

総

合

的

に

検

討

、

合

意

形

成

を

行

い

、

そ

の

合

意

が

な

さ

れ

た

取

組

を

実

施

す

る

た

め
、

各

主

体

間

の

意

見

調

整

を

図

り
、

地

域
の

関

係

者

が

一

体

と

な

っ

て

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再
生

を

推

進

す

る

上

で
の

中

心

的

な

役

割

を

担

う

も

の

で

あ
る
。

こ

の

た

め

、

連

携

計

画

の

作

成

及

び

そ

の

実

施

に

当

た

っ

て

は
、

で

き

る
限

り

協

議

会

を

活

用

す

る

こ

と

が

望

ま
し

い

。
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協
議
会
の

構
成
員

(1)

連

携

計

画

を

作

成

す

る

市

町

村

、

関

係

す

る

公

共

交

通

事

業

者
、

道

路

管

理

者

、

港

湾

管

理

者

に

加

え

て

、

必

要

に

応

じ

て

関

係

す

る

都

道

府

県

、

公

安

委

員

会

、

地

域

住

民

、

公

共

交

通

の

利

用

者

の

ほ

か

、

商

業

施

設

、

地

元

企

業

、

病

院

、

学

校

、

観

光

事

業

者

等

の

多

様

な

主

体
が

参

画

し

、
活

発

な

議
論

を

行
い

、

そ

れ

ぞ

れ

が

相

互

に

連

携

、

協

力

を

し

つ

つ

、

主

体

的

に

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

取
り

組

む

こ

と

が

重

要

で

あ

る
。

ま

た

、

協

議

会

の

意

見

調

整

を

円

滑

に

進

め

る

観

点

か

ら

、

協

議

会

を

組

織

す

る

に

当

た

っ

て
は

、

学
識

経

験

者

等

の

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

つ

い

て
専

門

的

な

知

識

を

有

す

る

者

を

構

成

員

に

含

め

る

こ

と

が

望

ま
し

い

。

留
意
事
項

(2)

協

議

会

に

お

け

る

運

営

の

透

明

性

、

公

平

性

、

実

効

性

、

効

率

性

を

確

保

す

る

観

点

か

ら

、

協

議

会

に

お
け

る

協

議

事

項

、

意

思

決

定

の

方

法

、

協

議

結

果

の

公

表

方

法

、

会

計

の

取
扱

い

等

に

係

る

規

約

を

定

め

、

適

切

に
協
議
会
を
運

営
す
る
こ
と

が
望

ま
し
い
。

な

お

、

連

携

計

画

の

円

滑

な

作

成

が

行

わ

れ

る

等

の

協

議

会

の
適

切

な
運

営

の

た

め

、

国

及

び

都

道

府

県

か

ら
、
必
要
な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

地

域
公

共

交

通

特

定
事

業

そ

の

他

の

連

携

計

画

に

定
め

る

事

業

に

関
す

る

基

本

的

な
事

項
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１

基
本

的

な
考
え

方

地

域

公

共

交

通

に

関

す

る

課

題

や

ニ

ー

ズ
は

多

種

多

様

で
あ

る

こ

と

か

ら

、

そ

の

活

性

化

及
び

再

生

に

当

た

っ

て

は

、

市

町

村

等

の

地

域

の

関

係

者

が

協

働

で

、

地

域

の

実

情

に

応

じ

創

意
工

夫

を

凝
ら

し

て

、

事

業

を

実

施

し

て

い

く

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

こ

の

た

め

、

連

携

計

画

に

定
め

る

事

業

に

つ

い

て
は

、

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

バ

ス

や

乗

合

タ

ク

シ

ー

の

運

行

、

地

域

の

バ

ス

交

通

の

サ

ー

ビ
ス

改

善

等

に

よ

る

活

性

化

や

地

方

鉄

道

の

活

性

化

、

地

域

の

交

通

ニ

ー

ズ

に

合

わ

せ

た

航

路

設

定
や

運

航

ダ

イ

ヤ

の

改

善

、

地

域
の

創

意
工

夫

に

よ

る

地

域

独

自
の

サ

ー

ビ

ス

提

供

の

取

組

や

試

行

、

都

市

部

に

お

け

る

い

わ

ゆ

る

Ｌ

Ｒ

Ｔ

や

Ｂ

Ｒ

Ｔ

等

の

導

入

、

軌

道

事

業

や

バ
ス

等

の

走

行

環

境

の

改

善

や

輸

送

力

の

向

上

等

の

サ

ー

ビ

ス

の

向

上

、

公

共

交

通

の

乗

継

ぎ

の

改
善

等

、

地

域

の

移

動

手

段

の

確

保

や

利

便

性

の

向

上

の

た

め

の

様

々

な

取

組

に

加
え

、

公

共

交

通

の

利

用
促

進

の

た
め

の

地

域

住
民

、

地
元

企

業

等

に

よ

る

取

組

等

、

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

を

図

る

た

め

に

地

域

の

関

係

者

が

必

要

と

認

め

る

あ

ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

２

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
に
つ
い
て

地

域

公

共

交

通

特

定

事

業

と

し

て

は

、

具

体

的

に

は

、

軌

道

事

業
、

バ

ス

事

業

、

海

上

運

送

事

業
の

運

送

サ

ー

ビ

ス

の

質

の

向

上

を

図

る

軌

道

運

送

高

度

化

事

業

、

道

路

運
送

高

度

化

事

業

、

海

上
運

送

高

度
化

事

業

、

公

共

交

通

の

乗

継

ぎ

の

円

滑

化

を

図

る

乗

継

円

滑

化

事

業

、

市

町

村

等
の

支

援

に

よ

り

廃

止

の

届

出

が

さ

れ

た

鉄

道
事

業

の

再

生

を

図

る

鉄

道

再

生

事

業

が

あ

り

、

各

々

の

事

業

の

特

性

を

踏

ま

え

、

必

要

と

な

る

事

業

に

つ

い

て

連

携

計
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画
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

な

お

、

軌

道

運

送

高

度

化

事

業

に

つ

い

て
は

、

新

た

に

軌
道

を

整

備

す

る

場

合

の

み

な

ら

ず
、

既

に

軌

道
事

業

が

営

ま

れ

て

い

る

路

線

で

軌

道

運

送

高

度

化

事

業

を

実

施

す

る

場

合

に

お

い

て

も

、

市

町

村

、

軌

道

経

営

者
、

道

路

管

理

者

等

が

一

体

と

な

っ

て

、

快

適

性

、

走

行

性

に

優

れ

、

低

床
化

さ

れ

て

い

る

な

ど

乗

降

の

円
滑

化

が

図

ら

れ

た

車

両

の

導

入

、

走

行

環

境

の

改

善

、

電

停

周

辺

に

お

け

る

乗

降

の

円
滑

化

等

の

確

保

・

向
上

に

努

め

、

ハ

ー

ド

及

び

ソ

フ
ト

施
策

を

一

体
的

か

つ

総
合

的

に

実

施
す

る

こ

と

が

望
ま
し

い

。

ま

た

、

鉄

道

再

生

事

業

に

つ

い

て

は

、

廃

止

届

出

が

さ

れ

た

鉄

道
事

業

の

全

て
の

再

生

を

図

ろ

う
と

す

る

も

の

で

は

な

く

、

市

町

村

等

の

具

体

的

な

支

援

方

針

及

び

こ

れ

を

踏

ま

え

た

鉄

道

事

業

者
の

経

営
判

断

を

前

提

に
、

費

用

負

担

の

あ

り

方

を

含

め

、

協

議

対

象

事

項

に

つ

い

て

両

者

の

間

で

合

意

が

成

立

す

る

場

合

に

、

当

該

事

業
の

実

施

が

可

能

と

な

る

こ

と

、

ま

た

、

鉄

道

再

生
事

業

に

係

る

協

議

に

際

し

て

は

、

効

率

的

な

運

営

に

よ

り

可

能

な

限

り
迅
速
に
結
論
が
得
ら
れ
る
べ
く
双
方
が
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ

の

際

、

地

域

に

お

け

る

公

共

交

通

の

利

用

状

況

や

、

他

の

公

共

交

通

事

業

へ

の

影

響

等

、

当

該
地

域

の

実

情

に

照

ら

し

て

総

合

的

に

検

討

し

、

連

携

計

画

の

作

成

及

び

事

業

の

実

施

を

確

実
か

つ

円

滑

に

行

う

必
要

が

あ

る

。

３

留
意
事

項

市

町

村

は

、

連

携

計

画

に

定

め

よ

う

と

す

る

事

業

に

つ

い

て

、

関

係

す

る
公

共

交

通

事

業

者

、

道

路

管

理

者

、

港

湾

管

理

者

、

公

安

委

員

会

及

び

地

域

住

民

、

公

共

交

通
の

利

用

者

等

と

十

分

に

協

議

し

、

そ

の

意

向

等

を

踏

ま
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え

る

と

と

も

に

、

事

業

間

の

連

携

及

び

調

整

を

図

る

こ

と

が

必

要

不

可

欠

で

あ

る
こ

と

か

ら

、

協

議

会
制

度

を

有

効

に

活

用

し

、

連

携

計

画

の

作

成

及

び

事

業

実

施

の

円

滑

化

を

図

る

こ

と

が
求

め

ら

れ

る

。

な

お

、

協

議

会

に

お

い

て

協

議

が

調

っ

た

事

項

に

つ

い

て
は

、

協

議

会

の

構

成

員

は

そ

の

協

議

の

結

果

を

尊
重

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

連

携

計

画

に

定

め

る

事

業

に

つ

い

て

は

、

そ

の

着

手

予

定

時

期

、

実

施
予

定

期

間

に

つ

い

て
可

能

な

限

り
具

体

的

か

つ

明

確

に

記

載

す

る

こ

と

と

す

る

。

な

お

、

当

面

事

業

の

実

施
の

見

込

み

が

な

い

場

合

に

あ

っ

て

は

、

事

業

の

具

体

化

に

向

け

た

検

討

の

方

向

性

を

記

載
し

、

事

業

が

具

体

化

し

た

段

階

で
、

連

携

計

画

を

適

宜

変

更

し

て

事

業
の
内
容
に
つ
い

て
記
載
を
追
加
、
修

正
す
る
も
の
と
す
る
。

連

携

計

画

作

成

後

、

連

携

計

画

に

定

め

ら

れ

た

事

業

が

早

期

に
、

か

つ

、
当

該

連

携
計

画

の

目

標

に

沿

っ

て

順

調

に

進

展

す

る

よ

う

、

市

町

村

は

、

事

業

の

実

施

状

況

の

把
握

、

こ
れ

に

係

る
情

報

提

供

、

協

議

会
の

活

用

等

に

よ
る
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
と
の
連
絡
調
整
等
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

な

お

、

連

携

計

画

に

定

め

ら

れ

た

事

業

の

実

施

に

当

た

っ

て

は
、

交

通

の

安

全

及

び

円

滑

の

確

保

並

び

に
生

活

環
境
の
保
全
に
つ
い

て
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

四

新
地
域
旅
客
運
送
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項

近

年
の

技

術

の

進

歩

等

の

結

果

、

鉄

道

事

業

又

は

軌
道

事

業

、

道

路

運

送

事

業

、

海

上

運

送

事

業

の

う

ち

二

以

上

の

事

業

に

ま

た

が

る

輸

送

形

態

で

あ

り

、

同

一
の

車

両

又
は

船

舶

を

用
い

て

一

貫

し

た

運

送

サ
ー

ビ

ス

を

提

供

す

る
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新

た

な

運

送

サ

ー

ビ

ス

が

出

現
し

つ

つ

あ

る

が
、

こ

う

し

た

運
送

サ

ー

ビ

ス

の

う

ち
、

地

域

の

旅

客

輸
送

需

要

に

き

め

細

か

く

対

応

し

た

効

率

的

な

運

送

サ

ー

ビ

ス

を

提

供
す

る

事

業

を

新

地

域
旅

客

運

送

事

業

と

し

て

、

そ

の

導

入

の

円
滑
化

を
図

る
こ
と
と
し

て
い
る
。

こ

の

た

め

、

新

地

域

旅

客

運

送

事

業

計

画

（

以

下

「

事

業

計

画

」

と

い

う

。

）

の
策

定

に

当

た

っ

て
は

、

観

光

交

流

促

進

の

地

域

活

性

化

や

温

室

効

果

ガ
ス

の

排

出

削

減

な

ど

環

境

負

荷

の

低
減

、

交

通

空

白

地

帯

の

解

消

、

乗

継

ぎ

に

対

す

る

抵

抗

感

の

解

消

に

よ

る

公

共

交

通

の

円

滑

化

等

、

当

該

事

業

の

目

標

を

で

き

る

だ

け

明

確

に
記

載

す

る

こ

と

と

し

、

事

業

計

画

の

認

定

に
当

た

っ

て

は

、

事

業

の

目

標

、

運

行

形

態

、

維

持
・

運

営

コ

ス

ト

等

を

踏

ま

え

て

、

地

域

の

実

情

に

適

切

に
対
応

し

た

効

率
的

な

運

送

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

ま

た

、

新

地

域

旅

客

運

送

事

業

の

運

行

に

当

た

っ

て
は

、

安

全

性
の

確

保

、

環

境

の

保

全

そ

の

他

の

適

切

な
運

行

を
図
る
観
点
か
ら
各
事
業
法
を
は
じ
め
そ
の
他
の

関
係
す
る
法
令

に
適
合
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

そ
の
他
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
事
項

１

国
の
役
割

地
域
の
取
組
に
対
す
る
財
政
的
支
援

(1)

国

は

、

市

町

村

、

公

共

交

通

事

業

者

、

そ

の

他

の

地

域

の

関

係

者

が

一

体

と

な

っ

て
行

う

地

域
公

共

交

通
の

活

性
化

及
び

再

生

の

た

め
の

取

組

に
つ

い

て

必
要
な
財

政

的

支

援
を

講
ず

る

こ

と
と

す

る
。

人
材

育
成
及
び
情
報
提
供

(2)
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国

は

、

市

町

村

、

公

共

交

通

事

業

者

、

そ

の

他

の

地

域

の

関

係

者

に

よ

る

、

地

域

公

共

交

通

の

あ

り

方

に

関

す

る

適

切

な

検

討

・

合

意

形

成

及

び

公

共
交

通

の

導

入

・

維

持

運

営

が

可

能

と

な

る

よ

う

、
都

道

府

県

等
と

連

携

し

つ

つ

、

必

要

な

情

報

、

デ

ー

タ

、

ノ

ウ

ハ

ウ

等

が

収

集

、

蓄

積

及

び

提

供

さ

れ

る
よ

う

な

環
境

の

確
保

に

努

め

る

と

と

も

に

、

市

町

村

等

の

地

域

の

関

係

者

に

対

す

る

研

修

、

セ

ミ

ナ

ー

等

の

実

施
な

ど

、

必

要

な

人

材

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

技
術
開
発
の
推
進

(3)

国

は

、

地

方

公

共

団

体

、

公

共
交

通

事

業

者

、

そ

の

他

の

地

域

の

関

係

者

と

の
適

切

な

役

割

分

担

の

も
と

、

地

域

の

ニ

ー

ズ

を

踏

ま

え

、

利

便

性

・

快

適

性

の

向

上

、

コ

ス

ト

の

低
減

化

、

技
術

の

標

準

化

、

実

用

化

等

の

た
め
の
技
術
開
発
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま

た

、

こ

れ

ら

の

地

域

公

共

交

通

の

技

術

の

普

及

を

促

進

す

る

た

め

、

地

域

の

関

係

者

に

対
し

て

積

極
的

な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

安

全

の

確

保

(4)

公

共

交

通

の

安

全

の

確

保

は

、

地

域

公

共

交

通

の

活

性
化

及

び

再

生

の

推

進

を
図

る

上

で

の

前

提

で

あ

り

、

国

は

、

鉄

道

事

業

、

軌

道

事

業

、

道

路

運

送

事

業

、

海

上
運

送

事

業

に

係

る

各

事

業

法

の

的

確

な

運

用

等

に

よ

り
、
そ
の
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

２

都
道
府
県
の
役
割
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都

道

府

県

は

、

国

と

連

携

し

つ

つ

、

各

市

町

村

の

区

域

を

越

え

た
広

域

的

な

観
点

か

ら

、

市

町

村

、

公

共

交

通

事

業

者

、

そ

の

他

の

地

域

の

関

係

者

が

行

う

地

域

公

共

交

通
の

活

性

化

及

び

再

生

を

推

進

す

る

た

め

の

検

討

、

合

意

形

成

及

び

合

意

に

基

づ

く

取

組

の

実

施

に

必

要

な
財

政

的

支

援

、

人

材

育

成

、

情

報

提

供

、

助

言

等

を

講
ず

る

こ
と
と
す
る
。

ま

た

、

都

道

府

県

は

、

市

町

村

等

の

地

域

の

関

係

者

に

よ

る

取

組

に

対

す

る

側

面

的

な

支

援

だ

け

で

な

く

、

複

数

の

市

町

村

に

ま

た

が

る

広

域

的

な
交

通

圏

が

形

成
さ

れ

、

全

県

的

な

観

点

か

ら

、

地

域

公

共

交

通
の

活

性
化

及

び

再

生

の

取

組

が

求

め

ら

れ

る

場

合

に

は

、

地

域

の

関

係

者
と

十

分

に

調

整

を

図

り

つ

つ

も
、

主

体
的

・

主

導

的

に

取

り

組

む

こ

と

も

必

要

で

あ

る

。

そ

の

際

、

地

域
の

実

情

の

変

化

を

踏

ま

え

、

継
続

的

な

検

討

を

行

い

、

臨

機

応
変
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ

ら

に

、

公

共

交

通

に

対

す

る

財

政

的

基

盤

や

組

織

・

体
制

が

十

分

で

な

い

市

町

村

に

対
し

て

は

、

都

道

府

県

の

支
援

が

不

可

欠

で
あ

り

、

国

と

も
連

携

し

つ

つ

、
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

３

市
町
村
の
役
割

市
町

村

は

、

地

域

の

実

情

に

応

じ

た

、

地

域

に

と

っ

て

最

適

な

公

共

交

通

サ
ー

ビ

ス

の

提

供

の

あ

り

方

に

つ

い

て

、

自

ら

が

中

心

と

な

っ

て

、

ま

た

、

他

の

市

町

村

と

連

携

し

て

、

関

係

す

る

公

共

交

通

事

業

者

、

道

路

管

理

者

、

港

湾

管

理

者

、

公

安

委

員

会

、

地

域

住

民

そ

の

他

の

関

係

者

と

検

討

、

合

意

形

成

を

図

り

、

ま

た

、

合

意

が

な
さ

れ

た

取
組
の

実

施

に

向
け

て

、

地

域

の
関
係

者

と

連

携
し

つ

つ

、

主

体
的

に

取

り

組

む
こ
と

と

す

る

。
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４

公
共
交

通
事
業
者
の

役
割

公

共

交

通

事

業

者

は

、

利

用

者

の

視

点

に
立

ち

、

地

域

に
お

い

て

合

意

さ

れ

た

取

組

を

着

実

に

実

施

す

る
と

と

も

に

、

自

ら

ま

た

は

他

の

公

共

交

通
事

業

者

と

連

携
し

て

提

供

す

る

運

送

サ
ー

ビ

ス

の

質

の

向

上

に
努

め

る

こ

と

と
す
る
。

そ

の

際

、

自

ら

の

公

共

交

通

サ

ー

ビ

ス

に

係

る

情

報

に

つ

い

て

、

外

国

人

観

光

客
を

含

め

た

利

用

者

が

利
用

し

や

す

く

、

分

か

り

や

す

い

情

報

の

提

供

に

努

め

る

だ
け

で

な

く

、

利
用

者

利
便

の

さ

ら

な

る

向

上

の

観

点

か

ら

、

旅

客

の

乗

継

情

報

等

の

他

の

公

共

交

通

事

業

者

の

サ

ー

ビ

ス

に

関

す

る

情

報

な

ど

地

域

の

公

共

交

通
全

体

を

利

用

し
や
す
く
す
る
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

５

地
域
住
民
、
公
共
交

通
の
利
用
者
そ
の
他
の
地
域
の

関
係
者
の

役
割

地

域

住

民

や

公

共

交

通

の

利

用

者

は

、

公

共

交

通

サ

ー

ビ

ス

を

利

用

す

る

と

い

う

受

け

身

の

立

場

だ

け

で

な

く

、

地

域

の

関

係

者

の

一

員

と

し

て

、

主

体

的

に

、

地

域

公

共

交

通

の

活

性

化

及

び

再

生

に

向

け

た

検

討

に

参

加

す

る

と

と

も

に

、

公

共

交

通

の

積

極

的

な

利

用

や

住
民

間

に

お

け

る

公

共

交

通

の

利

用

促

進

に

つ

い

て

の

意
識

の

醸

成

、

さ

ら

に

は

、

住

民

に

よ

る

公

共

交

通

の

維

持

・

運

営

等

、

地

域

公

共

交

通

を

支

え

る

取

組

を

行

う

よ

う

努

め

る

こ

と

と

す

る

。

ま

た

、

地

域

住

民

や

公

共

交

通

の

利

用

者

の

ほ

か

、

商

業

施

設

、

地

元

企

業

、

病

院

、

学

校

、

観

光

事

業

者

等

の

地

域

の

企

業

や

施

設

に

つ

い

て

も

、

地

域

公

共

交

通
の

活

性
化

及

び

再

生

を
支

え

る

担

い

手
と
し

て
、
積

極
的

に

取
り
組
む
よ

う
努

め
る
こ
と
と

す

る
。
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